
令和５年（２０２３年）５月号 和歌山市立宮小学校 

 
優しさきらきら 宮っ子発見！  

桜やチューリップの季節が過ぎ、若葉が目にまぶしい季節に 

なりました。宮小学校には、体育の授業や休けい時間など、少し汗 

ばんだようすで活動する子どもたちの笑顔があふれています。 

さて、新年度が始まってから一か月が経ちました。このひと月の間に、たくさんの優しさを感

じることができました。その中から三つご紹介します。 

まず、４月１９日（水）、１年生の給食が始まったときのことです。１年生は、小学校の給食

に朝からワクワクしていました。そんな１年生に、６年生が、食缶や配膳の仕方をとても優しく

教えてあげていました。さすが６年生！教え方も上手です。おかげで１年生の初めての給食はと

てもスムーズでした。 

先日、雨と雷が激しい日がありました。１年生が「雷が怖くて帰れない」と泣いているのを見

て、上級生の子が「だいじょうぶだよ」と優しく頭をなでてあげました。その言葉に勇気をもら

ったのか、雨が少し緩やかになったのを見計らって、１年生は雨の中を帰っていきました。 

宮小学校では、児童会の子どもたちが、毎朝、正門であいさつ運動を展開しています。学校に

入ると「おはようございます」の声がかかり、とてもさわやかな一日のスタートが切られていま

す。朝休けいやそうじの時間も、お友達や先生に会ったらみんながあいさつを交わしています。

とても素敵なことだと思います。 

これからも、優しさあふれる宮小学校をみんなで作っていきましょう。 

教頭  瀧本 知香  

めざす児童像 

☆ 向上心をもってがんばる子 

☆ 心が豊かでやさしい子 

☆ 心身共に明るく健康でたくましい子  



 


